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２ 配偶者からの暴力の被害経験 

(１) これまでの配偶者からの暴力の被害経験の有無 

それぞれの行為について、被害経験が『あった』割合をみると、“身体的暴行”が17.4％、“心理的攻

撃”が13.4％、“経済的圧迫”が6.8％、“性的強要”が6.0％となっている。（図2-1-1） 

 

図 2－1－1 配偶者からの被害経験の有無 
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(ｎ=2,485人) 何度もあった １、２度あった まったくない 無回答

配 偶 者 か ら の 被 害 経 験 の 有 無 (26.2)

Ａ

身体的暴行（例えば、なぐったり、けったり、物

を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体

に対する暴行）

(17.4)

Ｂ

心理的攻撃（例えば、人格を否定するような暴

言、交友関係や行き先、電話・メールなどを細か

く監視したり、長期間無視するなどの精神的な嫌

がらせ、あるいは、自分もしくは自分の家族に危

害が加えられるのではないかと恐怖を感じるよう

な脅迫）

(13.7)

Ｃ

経済的圧迫（例えば、生活費を渡さない、貯金を

勝手に使われる、外で働くことを妨害されるな

ど）

(6.8)

Ｄ

性的強要（例えば、嫌がっているのに性的な行為

を強要される、見たくないポルノ映像等を見せら

れる、避妊に協力しないなど）

(6.0)
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